
・頑張る地方応援プログラム（その１）
・さらに徹底したごみの資源化・減量化を
・香美町人権啓発推進委員会答申
・町民号旅行、 こんにちは町長です
・トライやる ･ウィーク
・けいじばん、いきいきカレンダー
・海の文化館へ
・行政トピックス
・まちの出来事　　　　　　            
・キラリ香美町　　　　　　      　

今月号の主な内容

7 香美町広報
平成19年 7月号
（第 28 号）

美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

… P.  2 ～  3
… P.  4 ～  5
… P.  6
… P.  7
… P.  8
… P.  9 ～ 12
… P.13
… P.14 ～ 17
… P.18 ～ 19
… P.20

【写真】海開き！ 夏よ、どーんと来い。      
　        （柴山海水浴場）

　7月 1 日、今年は柴山海水浴場をメイン
会場として、町内６海水浴場の〝海開き行
事”が行われました。メイン会場では、地
元の子ども会と観光関係者ら約 100 人が出
席。この夏の海水浴の安全を祈願し、色と
りどりの風船をあげシーズンの到来を祝い
ました。
　この後、観光関係者が遊覧船で各海水浴
場を訪れ、海上からも安全を祈願しました。
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〝
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
そ
の
１
）

「
多
彩
な
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振
興
・
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

ま
た
、
海
岸
道

路
の
愛
称
募
集
や

観
光
ポ
イ
ン
ト
の

案
内
看
板
の
整
備
、

観
光
拠
点
で
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
諸

活
動
、
美
化
活
動

の
推
進
、
香
り
の

花
づ
く
り
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
柴
山
湾
を
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

の
場
と
し
て
更
な
る
活
用
を
し
て
い
く
た

め
の
検
討
を
行
い
ま
す
。　
　

②
高
原
で
の
観
光
開
発

　

氷
ノ
山
後
山
那

岐
山
国
定
公
園
に

指
定
さ
れ
、
ハ
チ

北
ス
キ
ー
場
や
お

じ
ろ
ス
キ
ー
場
な

ど
４
つ
の
ス
キ
ー

場
が
あ
る
本
町
に

は
、
冬
に
は
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。
今
後
は
、
一
年
を
通
し
、
さ
ら
に

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
よ
う
、
広
い
空

間
と
美
し
い
自
然
景
観
・
環
境
を
生
か
し

た
体
験
・
交
流
な
ど
高
原
で
の
四
季
型
観

光
資
源
の
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　

香
美
町
の
新
た
な
発
展
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
産
業
の
振
興
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
が
必
要
で
す
。
海
と
山
か
ら
な
る

本
町
は
、
海
は
山
陰
海
岸
国
立
公
園
、
山

は
氷
ノ
山
後
山
那
岐
山
国
定
公
園
内
に
あ

り
、
松
葉
ガ
ニ
、
但
馬
牛
な
ど
優
れ
た
特

産
物
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
産
業
の
中
心
に
観
光
業
を

位
置
付
け
、
観
光
業
と
ほ
か
の
産
業
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
町
内
産
業
全
体
の
振

興
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
多
彩
な
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振
興
・

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

国
は
、
や
る
気
の
あ
る
地
方

が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
独
自
の

施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
魅
力
あ
る
地
方
」
に
生

ま
れ
変
わ
る
よ
う
、
独
自
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前

向
き
に
取
り
組
む
自
治
体
に
対

し
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
支
援

措
置
を
講
じ
る
と
し
て
、
本
年

度
か
ら
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
本
町
で
は
、
本
年
度

か
ら
３
年
間
、「
頑
張
る
地
方
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
次
の

２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定

し
取
り
組
み
ま
す
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
こ
の
２
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
町
政
を
推
進
し

て
い
く
う
え
で
の
最
も
重
要
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。

①
多
彩
な
資
源
を
生
か
し
た
観

　

光
振
興
・
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
少
子
化
対
策
・
定
住
対
策
プ

　

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

今
月
号
で
は
、「
多
彩
な
資
源

を
生
か
し
た
観
光
振
興
・
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

▲町内外から約 170 人の参加があった香住海岸絶景ウォーキング

 

観
光
資
源
の
開
発

①
魅
力
あ
ふ
れ
る
香
住
海
岸
景
観

　

情
報
発
信
事
業　

　

県
の
「
魅
力
あ

ふ
れ
る
道
づ
く
り

事
業
」
と
連
動
し
、

ジ
オ
パ
ー
ク
（
地

質
公
園
）
の
認
証

も
視
野
に
入
れ
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
香

住
海
岸
景
観
情
報

発
信
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。



　

海
と
山
の
連
携
、
観

光
の
振
興
と
ほ
か
の
産

業
と
の
連
携
を
図
り
、

山
の
ま
ち
村
岡
・
小
代

で
と
れ
た
白
菜
・
大
根

な
ど
の
野
菜
や
町
内
で

肥
育
さ
れ
た
但
馬
牛
を
海
の
ま
ち
香
住
の

旅
館
･
民
宿
の
料
理
に
使
用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
海
で
と
れ

た
カ
ニ
や
魚
な
ど
の
水
産
物
を
山
の
ま
ち

で
使
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
生
産
者
と

消
費
者
を
結
び
つ
け
る
町
内
の
供
給
シ
ス

テ
ム
の
確
立
を
図
り
、
広
い
意
味
で
の
〝
地

産
地
消
〞
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
、
農
業
で
は
、
但
馬
牛
の
繁

殖
や
そ
の
肥
育
牛
の
増
頭
を
支
援
し
、
増

頭
し
た
但
馬
牛
の
ふ
ん
尿
処
理
施
設
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
そ

し
て
、
良
質
な
堆た

い

ひ肥

を
利
用
し
た
有
機
栽

培
を
促
進
し
、
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
生

産
を
推
進
し
ま
す
。

～「香住！カニ検定」受験者募集～
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海
水
浴
、
カ
ニ
ス

キ
、
ス
キ
ー
な
ど
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

新
聞
・
情
報
誌
な
ど

の
広
告
媒
体
に
よ
る

観
光
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
第
30
回
を
数
え
、
県
下
４
大
海

上
花
火
大
会
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
ま
で
と

な
っ
た
花
火
大
会
な
ど
「
香
住
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
新

た
に
「
香
住
!
カ
ニ
検
定
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、〝
カ
ニ
の
本
場
香
住
〞
の
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　

海
で
の
カ
ニ
場
ま
つ
り
・
初
せ
り
ま
つ

り
・
カ
ニ
感
謝
祭
、
山
で
の
美
方
高
原
雪

ま
つ
り
・
全
国
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
、
川

で
の
矢
田
川
ま
つ
り
・
小
代
渓
谷
ま
つ
り
・

猿
尾
滝
祭
り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

や
、
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
・

村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・

香
住
潮
風
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
３
区
３
様
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
で
、
多
く
の
人
々

を
香
美
町
へ
呼
び
込
み
ま
す
。
ま
た
、
高

原
植
物
の
保
存
、
増

殖
活
動
な
ど
に
よ
る

山
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
り
、
参
加
・
体
験

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
高
原
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　

門
真
市
、
尼
崎
市
、
吹
田
市
な
ど
交
流

都
市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
特
産

物
販
売
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ノ
ベ
ル
テ
ィ

の
配
布
、
伝
統
芸
能
披
露
な
ど
を
通
じ
て

香
美
町
を
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を

図
り
ま
す
。

 
観
光
振
興
事
業

 

観
光
振
興
と
ほ
か
の
産
業
と
の
連
携

 

観
光
交
流
事
業

○
香
住
観
光
協
会　

関
清
徳
会
長

 　

香
住
区
は
、
香

住
海
岸
の
海
か
ら
の

眺
め
、
夕
日
や
漁
火

な
ど
海
岸
線
の
景
観

美
が
す
ば
ら
し
い
。

松
葉
ガ
ニ
や
香
住
ガ
ニ
、
活
イ
カ
な
ど
の

「
食
」
と
と
も
に
魅
力
を
最
大
限
に
活
用

し
、
1
年
を
通
じ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
香
住
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

○
村
岡
観
光
協
会　

西
村
吉
雄
会
長

　

日
本
の
滝
百
選
の

猿
尾
滝
や
瀞
川
山
展

望
台
か
ら
眺
め
る
大

自
然
の
景
色
な
ど
、

も
っ
と
多
く
の
方
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
、
観
光

客
一
人
ひ
と
り
と
直
接
、
接
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
た
観
光
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

○
小
代
観
光
協
会　

田
淵
覺か

く

お男
会
長

　

小
代
区
は
、
手
つ

か
ず
の
ま
ま
の
自
然
が

残
っ
て
お
り
、
ま
た
、

長
い
歴
史
を
持
つ
但

馬
牛
の
産
地
で
も
あ

り
ま
す
。
但
馬
牛
を
中
心
と
す
る
「
食
」

と
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
、
畜
産
農
家
と

民
宿
が
中
心
と
な
り
、
町
ぐ
る
み
で
小
代

の
す
ば
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

★
各
区
観
光
協
会
長
に
聞
く
！

●試 験 日　10 月 14 日（日）10:30 ～
●試験会場　町立香住小学校体育館
●申込受付　9月 14 日（金）まで（先着 300 人）
●受付方法　カニ検定公式ホームページ（http://　
　　　　　　kani-kentei.com）の専用受付フォーム  
　　　　　　からお申し込みください。受験料の入
　　　　　　金確認で正式な受付とします。
●受 験 料　申し込み後、2週間以内に 3,000 円（税
　　　　　　込み）を入金してください。
●受験資格　おおむね小学校高学年以上
●テキスト　公式ホームページからプリントアウト
　　　　　　可。もしくは、香住観光協会にて 300
　　　　　　円（送料込み）で販売。

●出題内容　ズワイガニに関すること、町内で水揚げ
　　　　　　される水産物に関すること、実際にカニ
　　　　　　や魚などを食す実践問題あり。択一方式
　　　　　　全 100 問。
●合格基準　70％以上の正解で  
　　　　　　合格証を発行
●そのほか　検定受験者は「香
　　　　　　住ガ二（ベニズワ
　　　　　　イガニ）食べ放題」
　　　　　　（当日正午～）に参加できます。
●問い合わせ先
　香住！カニ検定実行委員会事務局（香住観光協会内）
　℡0796・36・1234   FAX0796・36・3388
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町
は
、
昨
年
定
め
た
『
香
美
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
』（
平

成
18
〜
30
年
度
）
に
基
づ
き
、
ご
み
の
減
量
と
再
資
源
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
の
町
内
の
ご
み
処
理
状
況
を
把
握
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

香
美
町
で
は
、
矢
田
川
レ
イ

ン
ボ
ー
で
ご
み
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
18
年
度
は
年
間

７
千
６
４
８
ｔ
の
ご
み
量
で
、
町

民
一
人
あ
た
り
３
４
０
㎏
も
の
ご

み
を
出
し
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ご
み
の
収
集
や
処
理
に
約

2
億
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
、
直
接
負
担
と

な
る
ご
み
袋
代
や
持
ち
込
み
手
数

料
は
、
約
７
千
７
０
０
万
円
で
し

た
の
で
、
処
理
費
用
の
半
分
以
上

は
、
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
や
資
源
化
が
進
め

さ
ら
に
徹
底
し
た 

〝
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
〞
を

「
ご
み
処
理
は
タ
ダ
で
は
な
い
」

ば
、
当
然
ご
み
処
理
に
係
る
経
費

の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
近

年
、
ご
み
処
理
量
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
際
、
徹
底

し
た
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

北
但
１
市
２
町
で
は
、
平
成
25

年
度
の
稼
動
を
目
指
し
、
広
域
ご

み
・
汚
泥
処
理
施
設
の
建
設
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
が

図
ら
れ
な
け
れ
ば
、
処
理
能
力
の

大
き
な
施
設
が
必
要
と
な
り
、
建

設
費
や
維
持
管
理
費
の
負
担
が
増

し
て
し
ま
い
ま
す
。

▲大量のプラスチックごみの中から再生できるペットボトルを選別する作業

○矢田川レインボーにおけるごみ処理実績（ｔ）

年度別 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度

香住区 5,560.42 5,653.30 5,727.77

村岡区 1,491.77 1,396.78 1,401.75

小代区 502.79 505.70 518.33

計 7,554.98 7,555.78 7,647.85

「
ま
ず
、
ご
み
を
つ
く
ら
な
い
」

　

ご
み
は
、「
も
の
を
買
う
↓
も

の
を
使
う
↓
も
の
を
捨
て
る
」
の

各
過
程
で
発
生
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
な
か
で
、
何
と
な

く
や
り
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
、

ご
み
の
発
生
要
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

「
買
い
物
の
際
、
レ
ジ
で
袋
を

多
め
に
も
ら
う
」「
割
り
ば
し
や

ス
ト
ロ
ー
な
ど
を
余
分
に
も
ら

う
」
な
ど
、
気
に
せ
ず
に
し
て
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

「
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る
」

「
自
宅
の
は
し
を
使
う
」「
詰
め
替

え
商
品
を
選
ぶ
」
な
ど
、
ほ
ん
の

少
し
気
を
使
え
ば
、
ご
み
に
な
る

物
を
持
ち
帰
ら
な
い
方
法
が
あ
る

は
ず
で
す
。

▲

収
集
ご
み
に
は
、
町
内
の
各
商
店
な
ど
で
販

　

売
さ
れ
る
有
料
の
ご
み
シ
ー
ル
な
ど
が
必
要



◆平成19年度「クリーン但馬10万人大作戦」実施◆
　平成 2年から毎年統一した実施基準日を定め、但馬全体で地域住民がきれい
なまちづくりに取り組み、環境美化を推進することを目的に行われる「クリー
ン但馬大作戦」。当初は「5万人大作戦」として始まり、昨年の国体開催を機に「10
万人」に拡充し取り組まれています。今年度は、6月 3日（日）を実施基準日
とし、但馬全体で環境美化活動が行われました。
　町内では、5月 13 日（日）から 6月 3日（日）にかけて、各区ごとに側溝
の泥上げ作業や公園・道路の清掃などに取り組まれ、子どもから大人まで延べ
6,900 人の町民の皆さんに参加いただき、約 40ｔのごみが回収されました。
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矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
で
は
、
資

源
化
で
き
る
も
の
を
選
別
し
、
再

生
業
者
な
ど
に
売
却
し
、
そ
の
収

入
を
運
営
費
の
一
部
に
充
て
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
て
せ
ん
」
を
ご
存

知
で
す
か
。「
て
せ
ん
」
と
は
「
手

選
」。
つ
ま
り
、
手
で
選
別
す
る

こ
と
で
す
。
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー

で
は
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
空
き
缶
な
ど

は
、
収
集
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
一

●平成 18 年度資源化の結果

種　　類 量
（ｔ）

売却費
（千円）

スチール缶 80.48 1,529
アルミ缶 36.30 5,627
破砕鉄 217.35 3,619
雑金属
（処理不適物） 60.29 886

非金属（雑物） 20.24 2,717
紙類（紙パック） 1.25 13
ペットボトル 36.53 731
ガラス 195.04 （▲ 127）
廃乾電池 7.52 （▲ 1,081）

計 655.00 15,122

※上記売却費中「▲」のものは、処分費を要したこ
　とを示し、売却費総額には含めていません。

●年度別資源化の推移（表１）

年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度

量（ｔ） 623.84 652.45 655.00

売却費（千円） 11,346 12,772 15,122

「
き
ち
ん
と
分
別
す
れ
ば
、
資
源
に
な
る
」

▲ 1ブロックで約 1ｔ、350cc
　のアルミ空き缶約 6万個分

つ
一
つ
ご
み
を
出
し
て
、
手
で
選

別
し
ま
す
。
例
え
ば
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
で
あ
れ
ば
、
袋
か
ら
出
し
た

ご
み
を
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
の
上

で
選よ

り
分
け
、
再
生
資
源
と
な
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
し
、
機
械

の
故
障
の
原
因
と
な
る
ひ
も
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の
物
を
取
り
除

き
、
破
砕
機
で
細
か
く
砕
い
た
後
、

減げ

ん

よ

う

き

容
機
で
さ
ら
に
す
り
潰
し
加
熱

圧
縮
し
ま
す
。

　

こ
の
手
選
の
際
に
、
汚
れ
た
ま

ま
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
再
生
に

適
さ
な
い
た
め
、
た
だ
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
に
回
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
す
。

　

〝
水
洗
い
〞
な
ど
分
別
の
ル
ー

ル
を
守
れ
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

資
源
に
な
る
の
で
す
。

ごみの減量・資源化・環境にやさしい生活を目指し ･･･

“５Ｒ”のススメ
①Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）【減らす】
　一番大切なことは、ごみになるものを減らすこと、
ごみを出さないことです。
②Ｒｅｕｓｅ（リユース）【再使用】
　何度も繰り返し使いましょう。自分ではいらなくて
も誰かが必要としている場合もあります。
③Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）【再利用】
　資源を再利用するため、リサイクルに回しましょう。
④Ｒｅｆｕｓｅ（リフューズ）【断る】
　不要なものは受け取らないようにしましょう。
⑤Ｒｅｐａｉｒ（リペア）【修理】
　直せるものは直し、物を大事に長持ちさせましょう。

◆ごみの発生を減らそう！
①購入時…ごみになるものを買わない。
②使用時…なるべくごみにしない。
③廃棄時…再生利用できる資源ごみは、分別してリサ
　　　　　イクルする。

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
の
流
れ

←

①回収された
ごみ袋の山

②再生できる
ペットボトル
を手選

③不要物を除去

←

④破砕機をへて、
減容機で加熱圧縮
され、ミンチのよ
うになって出てく
る

←
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香
美
町
人
権
啓
発
推
進
委
員
会

「
人
権
啓
発
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
答
申

　

昨
年
２
月
に
発
足
し
た
香

美
町
人
権
啓
発
推
進
委
員
会

が
、
こ
の
ほ
ど
「
香
美
町
に

お
け
る
人
権
啓
発
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
、
町
長
に
答
申
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
、

人
権
啓
発
の
指
針
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

答
申
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

基
本
理
念

　

人
間
の
生
命
の
尊
厳
を
根
本
と

し
て
、
人
権
尊
重
の
理
念
が
学
校

教
育
や
職
場
研
修
は
も
と
よ
り
、

家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
推
進
さ
れ
、
人
権
が

人
々
の
思
考
や
行
動
の
価
値
基
準

と
し
て
日
常
生
活
に
根
づ
き
、
人

間
関
係
と
社
会
関
係
の
基
本
原
則

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

①
生
命
の
尊
厳
の
受
け
と
め

　

②
生
き
る
力
の
育
成

　

③
様
々
な
人
々
と
の
交
流

　

④
人
権
意
識
の
日
常
的
な
育
み

　

⑤
差
別
や
人
権
侵
害
を
許
さ
な

　
　

い
意
識
の
向
上

   

人
権
啓
発
の
取
り
組
み

①
人
権
を
大
切
に
す
る
施
策
の
推
進

民
が
自
主
的
・
主
体
的
に
学
習

や
社
会
参
加
活
動
な
ど
に
取
り

組
め
る
よ
う
環
境
の
整
備
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ア　

生
涯
を
通
じ
た
学
習
機
会

　
　

の
提
供

イ　

リ
ー
ダ
ー
・
指
導
者
の
養
成

ウ　

学
習
方
法
の
整
備

エ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

人
権
啓
発
推
進
の

基
本
的
な
考
え
方

(1)

(2)

人
権
啓
発
の

具
体
的
推
進
方
向

あ
ら
ゆ
る
場
で
の
人
権
啓
発

(1)

感
覚
と
し
て
根
づ
か
せ
る
た
め

に
は
、
地
域
社
会
で
多
く
の
人

と
の
ふ
れ
合
い
を
も
つ
こ
と
が

必
要
で
す
。

(2)

③
子
ど
も
の
人
権

・
子
ど
も
を
権
利
の
主
体
と
し
て

　

認
め
る
。

・
い
じ
め
の
根
絶
と
学
校
、
地
域

　

で
の
安
全
な
生
活

④
高
齢
者
の
人
権

・
高
齢
者
を
敬
愛
す
る
心
の
育
成

・
高
齢
者
の
自
立
、
社
会
参
加
へ

　

の
支
援

⑤
障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権

・
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
す

　

べ
て
の
人
が
社
会
の
一
員
と
し

　

て
社
会
活
動
に
参
加
し
、
自
立

　

し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
目
指

　

す
こ
と
）
の
理
念
の
定
着

・
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
、
社

　

会
参
加
へ
の
支
援

⑥
外
国
人
の
人
権

・
外
国
人
と
の
交
流
の
促
進
と
共

　

生
の
地
域
づ
く
り

⑦
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病

　

患
者
な
ど
の
人
権

・
正
し
い
知
識
と
理
解
の
促
進

⑧
刑
を
終
え
た
人
、
犯
罪
被
害
者

　

な
ど
の
人
権

・
職
場
や
地
域
の
理
解
と
協
力

⑨
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

　

人
権
侵
害

・
情
報
モ
ラ
ル
を
高
め
る
た
め
の

　

教
育
と
啓
発

⑩
転
入
、
職
業
、
外
見
な
ど
に
よ

　

る
人
権
侵
害

・
偏
見
・
差
別
の
除
去
と
お
互
い

　

の
認
め
合
い

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
人
を
大
切
に

す
る
施
策
を
総
合
的
・
複
合
的
に

推
進
す
る
体
制
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
に

つ
い
て
の
相
談
体
制
を
充
実
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
町
民
が
主
体
と
な
る
人
権
啓
発

　

の
推
進

　

人
権
と
い
う
普
遍
的
文
化
を

創
造
す
る
た
め
に
は
、
町
民
一

人
一
人
が
、
日
々
の
暮
ら
し
の

な
か
で
主
体
的
に
人
権
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
町
の
関
係
機
関
や
町
内

の
事
業
所
、
団
体
な
ど
が
、
共

に
自
主
的
に
人
権
尊
重
の
社
会

を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

③
自
主
団
体
の
育
成
・
支
援

　

こ
れ
ま
で
の
人
権
意
識
の
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
の
経
緯

や
成
果
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
香
美
町
人
権
教
育
研
究
協

議
会
育
成
の
た
め
の
支
援
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
環
境
の
整
備

　

町
は
、
地
域
社
会
や
学
校
な

ど
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
、
町

①
家
庭

　

子
ど
も
が
、
個
人
の
人
権

を
尊
重
し
生
命
の
尊
さ
や
共
生

の
大
切
さ
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
基
本
的
な
社
会
性
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

家
庭
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
家

族
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責

任
を
担
っ
て
、
共
に
協
力
し
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
地
域
社
会

　

地
域
社
会
は
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
合
い
と
い
う
生
の
体
験
を
通

し
、
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
る
場

で
も
あ
り
ま
す
。
研
修
や
学
習
の

な
か
で
気
づ
い
た
こ
と
を
、
人
権

③
学
校
（
園
・
所
）

　

幼
児
・
児
童
・
生
徒
一
人
一

人
の
尊
厳
を
最
も
大
切
に
し
て

教
育
が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

④
職
場
（
企
業
な
ど
の
事
業
所
）

　

職
場
で
働
く
人
は
地
域
社
会

の
一
員
で
あ
り
、
差
別
の
な
い

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
人
権
を
大
切
に
し
た
住

み
よ
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
、

職
場
と
家
庭
・
地
域
が
と
も
に

歩
む
姿
勢
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
公
務
員
、
教
職
員
、
医
療
・
保

　

健
・
福
祉
関
係
者
へ
の
啓
発
・

　

研
修
の
充
実

い
ろ
い
ろ
な
人
権
課
題

へ
の
対
応

①
同
和
問
題

・
同
和
問
題
は
人
権
問
題
の
重
要

　

な
柱
で
す
。

・
交
流
で
差
別
の
現
実
に
ふ
れ
る
。

②
女
性
の
人
権

・
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

　

の
見
直
し
と
男
女
平
等
の
実
現

・
女
性
の
意
見
反
映
と
自
主
活
動

　

の
促
進
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7
月
に
入
り
梅
雨
明
け
も
間
近
か
、

い
よ
い
よ
夏
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

　

海
に
山
に
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
香
美
町
は
、
こ
の
夏
も
ま
た
多
く
の

観
光
客
で
賑
わ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

海
で
は
、
7
月
1
日
に
町
内
６
海
水

浴
場
で
、
一
斉
に
海
開
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
つ
６
つ
も

の
海
水
浴
場
の
あ
る
香
住
海
岸
は
、
単

に
泳
ぐ
だ
け
で
な
く
、
釣
り
や
島
遊
び
、

カ
ヌ
ー
、
地
曳
網
な
ど
多
彩
な
レ
ジ
ャ
ー

が
楽
し
め
、
ま
た
夕
日
や
漁
火
な
ど
の

夜
景
も
超
一
流
で
す
。

　

私
達
は
こ
う
し
た
特
色
を
活
か
し
て
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
、
観
光
客
の

一
層
の
誘
致
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
夏
の
「
香
住
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
に
は
、
第
30
回
と
節
目

の
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
新
た
に
「
よ

さ
こ
い
踊
り
」
を
と
り
入
れ
る
な
ど
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
と
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

山
で
も
、
本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、
子
供
達
の
自

然
学
校
、
そ
し
て
ホ
タ
ル
や
高
山
植
物

の
観
察
会
に
と
、
高
原
の
大
自
然
の
中

で
、
そ
の
魅
力
を
思
い
っ
き
り
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
、
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は　

町
長
で
す

　

 

い
よ
い
よ　

夏 

本 

番

香
美
町
長

　

6
月
15
日
（
金
）
か
ら
16
日
（
土
）
に
か
け

て
、
1
泊
2
日
で
、
町
民
の
交
流
と
Ｊ
Ｒ
の
利

用
促
進
を
目
的
と
し
、
団
体
臨
時
列
車
「
サ
ロ

ン
カ
ー
な
に
わ
」
と
大
型
観
光
バ
ス
で
い
く
企

画
列
車
の
旅
「
町
民
号
旅
行
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
2
回
の
今
回
は
、
長
良
川
温
泉
と
近
江
八

幡
、
郡
上
八
幡
を
目
的
地
と
し
、
香
住
区
か
ら

１
２
４
人
、
村
岡
区
か
ら
７
人
、
小
代
区
か
ら

9
人
の
合
計
１
４
０
人
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
き
、
梅
雨
の
最
中
で
し
た
が
、
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
す
ば
ら
し
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
江
商
人
の
発
祥
の
町
、
近
江
八
幡
市
で
は
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
八
幡
山
の
頂
上
に
上
が
り
、

関
白
秀
次
を
ま
つ
る
村む

ら

く

も

ご

し

ょ

ず

い

り

ゅ

う

じ

雲
御
所
瑞
龍
寺
を
拝
観

 
清
流
紀
行　
　
　
　

  

遊
歩
百
選 

 

長
良
川
温
泉 

と 

近
江
八
幡
・
郡
上
八
幡   

   

町
民
号
旅
行

し
、
眼
下
に
広
が
る
琵
琶
湖
の
大
パ
ノ
ラ
マ

を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
良
川
の
支
流

が
注
ぐ
郡
上
八
幡
市
で
は
、
紅べ

ん

が

ら

ご

う

し

殻
格
子
の
民

家
や
石
畳
な
ど
大
正
の
町
並
み
や
城
下
町
ら

し
い
風
情
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
上
坂
信
子
さ
ん
（
村
岡

区
作
山
）
は
「
列
車
の
旅
は
、
体
が
と
て
も

楽
で
し
た
。
車
両
ご
と
に
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た

り
と
、
一
体
感
が
あ
り
、
い
ろ
ん
な
方
と
も

交
流
で
き
ま
し
た
。
町
長
さ
ん
自
ら
、〝
に

わ
か
〞
に
仮
装
し
て
出
演
さ
れ
、
車
内
の
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
り
、
こ
ん
な
楽

し
い
旅
は
初
め
て
で
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

次
回
も
、
各
区
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

行　　程

15
日
（金）

サロンカーなにわ号
（→大津）

八幡山ロープウェイ
村雲御所瑞龍寺
八幡山城跡
近江八幡（散策）

長良川温泉（泊）

16
日
（土）

城下町プラザ
水のまち郡上八幡
（散策）

（大津→）
サロンカーなにわ号

第 2回第 2回

▲いろんな余興も登場し、盛り上がる
　列車内

▲近江八幡市。大パノラマ
　を求め、ロープウェイで
　八幡山へ。

▲水の都郡上八幡、日本名水百

　選第 1号のわき水「宗
そうぎすい

祇水」

▲ 15 日朝、余部駅を出発し
　たサンカーなにわ号
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地
域
や
自
然
の
中
で
、
生
徒
達
の
主

体
性
を
尊
重
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や

体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
創
造

性
な
ど
を
自
ら
高
め
た
り
、
自
分
な
り

の
生
き
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
6
月
4
日
（
月
）
か
ら
6
月
8

日
（
金
）
ま
で
の
5
日
間
、
町
内
6
中

学
校
の
2
年
生
２
３
６
人
が
「
ト
ラ
イ

や
る･

ウ
ィ
ー
ク
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
、
町
内
の
１
０
６
の
事

業
所
で
、
大
勢
の
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
仕
事
を
体
験
し
、
楽
し

さ
、
厳
し
さ
、
喜
び
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
指
導

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変

お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 
6
中
学
校
の
2
年
生
２
３
６
人
が
、
１
０
６
の
事
業
所
で
職
場
体
験

 
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　
皆
さ
ん
の
声
を
町
長
へ

『
町
長
へ
の
ご
意
見
箱
』
ご
意
見
紹
介

　

美
方
郡
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
香

住
分
署
を
選
ん
だ
香
住
第
一
中
学
校
の

塩
谷
尚た

か

ゆ

き幸
く
ん
は
、「
想
像
し
た
よ
り
、

大
変
。
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
あ
り
、

消
防
士
の
皆
さ
ん
に
あ
こ
が
れ
ま
す
。

毎
日
、
消
防
署
の
仕
事
を
間
近
で
見
て

い
た
ら
、
救
急
車
の
出
動
な
ど
が
他
人

事
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の
指
導

に
当
た
ら
れ
た
同
分
署
予
防
係
長
の
澤

田
俊
之
さ
ん
は
「
日
が
た
つ
に
つ
れ
、

緊
張
の
中
に
規
律
あ
る
行
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
今
は
ど
こ
に
出
し
て
も

恥
ず
か
し
く
な
い
で
す
よ
。
よ
く
頑
張

り
ま
し
た
」
と
生
徒
の
成
長
ぶ
り
を
褒

め
て
い
ま
し
た
。

　

村
岡
郵
便
局
で
郵
便
業
務
を
体
験
し

た
村
岡
中
学
校
の
上
田
宏こ

う

へ

い平
く
ん
は

「
郵
便
局
の
仕
事
は
郵
便
物
を
配
達
す

る
こ
と
だ
け
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
る
の
に
は
驚
き
ま

し
た
。
ま
た
、
配
達
の
仕
事
を
通
じ
て
、

1
通
の
手
紙
や
は
が
き
を
届
け
る
こ
と

の
大
変
さ
と
大
切
さ
を
教
わ
り
、
と
て

も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま

し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

忠
宮
保
育
所
で
園
児
と
過
ご
し
た
小

代
中
学
校
の
中
村
文あ

や

か香
さ
ん
は
「
大
人

に
な
っ
て
か
ら
、
こ
う
い
う
仕
事
に
就

き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
保
育
所

を
選
び
ま
し
た
。
子
ど
も
と
接
す
る
の

は
大
変
だ
け
ど
、
も
っ
と
仲
良
く
な
り

た
い
で
す
」
と
今
回
の
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
で
将
来
の
夢
に
、
一
歩
近
づ

い
た
様
子
で
し
た
。

農
作
物
を
荒
ら
す
イ
ノ
シ
シ
を
退
治
し

て
ほ
し
い
。

　

農
作
物
の
被
害
対
策
で
は
、
主
に
防
除
と

捕
獲
が
あ
り
ま
す
。

　

防
除
で
は
、
電
気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
な
ど
の
設
置
に
対
す
る
補
助
金
の
交

付
や
漁
業
者
の
協
力
で
使
用
済
み
魚
網
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
捕
獲
で
は
、
猟
友

会
の
協
力
を
得
て
、
年
間
１
５
０
頭
以
上
を

捕
獲
し
て
い
ま
す
。
狩
猟
免
許
取
得
の
推

進
と
合
わ
せ
、
捕
獲

お
り
の
設
置
に
対
し

補
助
金
の
交
付
を
行

い
、
捕
獲
数
の
増
加

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
猟
友
会
と
の

調
整
を
行
い
、
捕
獲

期
間
の
延
長
な
ど
地

域
に
応
じ
た
対
策
を

検
討
し
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
、
野
焼
き

を
や
め
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　

一
般
に
「
野
焼
き
」
と
言
わ
れ
る
野
外
焼

却
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
法
令
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
環
境
へ
の
影
響
だ
け
で
は
な

く
、
火
災
発
生
の
原
因
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
一
層
の
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。
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海
の
文
化
館
で
は
、
海
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
を
写
真
や
パ
ネ
ル
、
映
像
な

ど
で
紹
介
し
て
お
り
、
海
と
深
く
関
わ
っ

て
き
た
香
美
町
の
歴
史
や
文
化
を
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を

通
じ
て
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

見
て
ビ
ッ
ク
リ
！

剥
は

く

せ

い製
、
生
き
た
松
葉
ガ
ニ

　
　
　
　
　
　

【
海
洋
資
料
展
示
室
】

　

海
の
文
化
館
で
は
、
約
４
５
０
種
、
１
４

０
０
点
の
魚
類
、
甲
殻
類
の
剥
製
の
ほ
か
、

１
７
０
０
点
の
貝
類
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
葉
ガ
ニ
も
飼
育
中
で
、
今
年
２

月
に
香
住
漁
港
で
水

揚
げ
さ
れ
た
左
親
指

に
2
つ
の
ハ
サ
ミ
を

持
つ
珍
し
い
松
葉
ガ

ニ
も
、
こ
こ
海
の
文

化
館
で
元
気
に
飼
わ

 
見
て
ビ
ッ
ク
リ
、
や
っ
て
満
足
！　

 

海
の
不
思
議
体
験
ゾ
ー
ン 

海
の
文
化
館
へ

観覧料

区　分
町内の方 町外の方
個人 団体 個人 団体

大人 150 円 100 円 300 円 200 円
高校生 100 円 75 円 200 円 150 円
小・中学生
以下

無料 無料 100 円 50 円

●
魚
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

・
と
き

　

7
月
21
日
（
土
）
〜
8
月
31
日
（
金
）

・
内
容　

　

ハ
ガ
キ
の
裏
に
描
か
れ
た
か
わ
い
い

　

魚
の
絵
を
展
示
し
ま
す
。

●
タ
ッ
チ
プ
ー
ル

・
と
き

　

7
月
26
日
（
木
）
〜
8
月
31
日
（
金
）

・
内
容

　

香
住
の
磯
辺
に
住

　

む
海
の
生
き
物
を

　

直
接
触
っ
て
い
た

　

だ
く
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。

★
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト

　

個
人
・
グ
ル
ー
プ
を
問
わ
ず
、
皆
さ

ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
の
展
示
会
を
開

催
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

海
の
文
化
館
の
１
階
ロ
ビ
ー
を
作
品

な
ど
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

絵
画
・
書
道
・
写
真
な
ど
作
品
の
ジ
ャ

ン
ル
は
問
わ
ず
、
展
示
会
の
開
催
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

★
海
の
文
化
館
で

　

作
品
展
示
会
を
し
ま
せ
ん
か

これなーんだ？宇宙人ではありません。正体は海の文化館で！

●
問
い
合
わ
せ
先

　

香
美
町
海
の
文
化
館

　

℡

０
７
９
６
・
36
・
４
６
７
１

　

FAX
０
７
９
６
・
36
・
４
６
７
２

　

役
場
産
業
部
農
林
水
産
課

れ
て
い
ま
す
。
運
が
よ
け
れ
ば
、
松
葉
ガ
ニ

の
食
事
に
遭
遇
で
き
る
か
も
。

　

※
団
体
は
20
名
以
上
と
し
ま
す
。

　

※
町
内
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

　
　

無
料
で
し
た
が
、
光
熱
水
費
を
賄
う
た
め

　
　

6
月
1
日
か
ら
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
に

　
　

な
り
ま
し
た
。

や
っ
て
満
足
！

焼
き
ち
く
わ
、
ス
ル
メ
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

【
水
産
加
工
実
習
室
】

　

焼
き
ち
く
わ

や
ス
ル
メ
づ
く

り
な
ど
の
製
造

実

習

の

ほ

か
、

地
元
で
水
揚
げ

さ
れ
た
新
鮮
な

魚
を
使
っ
た
調

理
実
習
も
体
験

で
き
ま
す
。（
要

予
約
）

実　習　料

区　　　分 料　金

実習室
1人１回

大人・高校生 
中学生以下　 

300 円
200 円

魚類乾燥機 1団体 1回 1,000 円

ちくわ焼機 1団体 1回 50 人
以下
※ 50人を超える
　場合、15 人ま
　たはその端数
　を増すごとに
　100 円を加算

300 円

材料 魚、すり身 実費

指導者 1団体に数人 実費

会いにくるカニ？
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行政トピックス

―　加入者が保険税を出し合い、安心して医療や介護サービスを受けられる助け合いの制度　―

平成 19 年度 国民健康保険税のお知らせ
（税率改定、各種制度など）

２．各種制度について
●平成19年度国保税所得割算定方法の経過措置
　　平成 17 年 1 月 1 日において、65 歳以上（昭和 15 年 1 月 1 日以前生まれ）の方で、平成 17 年
　度分の個人住民税において「公的年金等控除」の適用があった方につきましては、平成 18 年度か
　ら 2年間の経過措置が設けられています。国保税の所得割算定時に公的年金などに係る所得から、
　平成 19 年度は 7万円が控除されます。この経過措置は、軽減判定時の所得控除にも適用されます。

●軽 減 制 度
　平成 18 年中の所得金額（世帯主と被保険者の合計所得）が、一定額以下の方に対し、均等割、平
等割額の一部を軽減する制度です。

●減 免 制 度　
　災害、その他特別の事情により、国保税を納めることが困難な場合には、申請により国保税額の一
部を減免できる場合があります。

１．税率改定ついて
●医療分
　今年度も昨年度に引き続き、不均一課税（市町合併に伴う国保税額の激変緩和措置として、平成
17 年度～平成 19 年度の 3年間、地域ごとに税率を決める）を行います。国保税の医療分は、医療費
などから国などの補助金を差し引いた分が保険税となります。平成 20 年度の全町的な国保税率の統
一に向け、急激な国保税の負担増とならないように試算し、下表のとおり税率を改定しました。
　また、医療分の賦課限度額超過世帯が増加していることにより、中間所得層の国保税負担を緩和す
るため医療分の賦課限度額を現行の 53 万円から 56 万円に改定します。

●介護分
　介護分は、40 歳以上 65 歳未満の方を対象に、社会保険診療報酬支払基金に対して納付する介護納
付金から、国などの補助金などを差し引いた分が、保険税となります。
　今年度の介護分について試算した結果、下表のとおり税率を改定しました。

　◇平成 19 年度国民健康保険税税率表

●税額の計算方法

区分 医療分 介護分
香住区 村岡区 小代区 全町

所得割 6.69％ 6.54％ 6.78％ 1.51％
資産割 22.80％ 21.74％ 23.77％ 6.67％
均等割 24,590 円 21,300 円 22,560 円 8,270 円
平等割 23,400 円 20,030 円 20,400 円 5,020 円

賦課限度額 56 万円 9万円

※所得割 ･･･( 平成 18 年中の総所得金額な
　ど－基礎控除額 33 万円 ) ×税率
※資産割 ･･･ 平成 19 年度の家屋・土地に
　かかる固定資産税額×税率
※均等割 ･･･ 国民健康保険加入者１人に
　かかる定額
※平等割 ･･･ 国民健康保険に加入してい
　る世帯にかかる定額

　例：香住区の Aさんの世帯の場合
　　家族構成…Aさん 41 歳（所得あり）、妻 38 歳（所得なし）、子ども 12 歳と 9歳（所得なし）
　　平成 18 年中の総所得 3,330,000 円（Aさんのみ、各種所得控除前の額）　
　　平成 19 年度固定資産税額 50,000 円（Aさんのみ）
　　　　　【医療分】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【介護分】　　
　所得割　（3,330,000 円ー 330,000 円）× 6.69％＝ 200,700 円　　　（3,330,000 円ー 330,000 円）× 1.51％＝ 45,300 円
　資産割　50,000 円× 22.80％　　　　　　　　 ＝  11,400 円　　　50,000 円× 6.67％　　　　　　　　   ＝  3,335 円
　均等割　24,590 円× 4人　　　　　　　　　　＝  98,360 円　　　8,270 円× 1人　　　　　　　　　　  ＝  8,270 円
　平等割　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23,400 円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,020 円
　　計（100 円未満切捨て）　　　　　　　  　　 　333,800 円                                                          　   61,900 円

　　★ Aさんの世帯の年間国保税額は、医療分 333,800 円＋介護分 61,900 円＝ 395,700 円となります。

●問い合わせ先　・保険証や高額医療に関すること　　　…役場健康福祉部健康課健康保険係
　　　　　　　　・所得の申告や課税に関すること　　　…役場総務部税務課課税係
　　　　　　　　・国民健康保険税の納付に関すること　…役場総務部税務課収税係

３．所得の申告と国保税の納付について
　　国民健康保険に加入している方は、所得の有無に関わらず申告してください。また、国保税は年
　6回で納付していただきます。便利で確実な口座振替をお勧めします。



15 ※役場各課など主な施設の電話番号は、17 ページにあります。

　国民年金制度は、保険料を納めていただくことが原則です。しかし、失業・所得の減少などの経済
的な理由などで、保険料の納付が困難な場合には、申請して承認されると保険料の納付が全額または
一部が免除される「申請免除制度」や保険料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」（30 歳未満
の方が対象）があります。申請は、役場・各地域局で随時受付しています。

●対象になる方
　本人・配偶者・世帯主の全員が、次のいずれかの要件に該当する方（若年者納付猶予については世
帯主の要件は除く）
　①前年所得が少ない方

　②平成 18 年４月以降に失業・倒産・事業の廃止などがあった方
　③障害者または寡婦（かふ）であって、前年所得が１２５万円以下の方
　④生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている方
　⑤特定障害者に対する特別障害給付金を受けている方

●問い合わせ先
　兵庫社会保険事務局豊岡事務所　℡0796・22・3196　　　役場健康福祉部町民課

 国民年金保険料の納付が困難なときは…

 申請免除・若年者納付猶予制度をご利用ください

○対象となる所得の目安

　　 　世帯構成

 区　　分
単身世帯 2人世帯

（夫婦のみ）
4人世帯

（夫婦＋子 2人）

全額免除
若年者納付猶予

57 万円 92 万円 162 万円

4分の 3免除 93 万円 142 万円 230 万円

半額免除 141 万円 195 万円 282 万円

4分の 1免除 189 万円 247 万円 335 万円

※注意
・全額免除および若年者納付猶予以外の一部免除は、必ず残りの保険料の納付が必要です。
　（納付がない場合は、未納扱いとなります）
・免除および若年者納付猶予の承認期間は７月から翌年の６月までとなります。
・全額免除または、若年者納付猶予が平成 18 年度承認済の方で、継続審査を希望されている方
　は、７月以降に平成 19 年度分の審査結果が通知されます。
・上記所得額は、社会保険料控除などを考慮したおおよその目安です。ただし、全額免除、納付
　猶予の場合は、上記の額が基準となります。
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◆お詫びと訂正◆
　広報「ふるさと香美」第
27 号 ( 平成 19 年 6 月号 )
の記事に、以下のとおり誤
りがありました。関係者の
みなさまには大変ご迷惑を
おかけいたしましたことを
お詫びして、訂正いたしま
す。
・13 ページの春の叙勲受 
　章者の記事で、川端敏彦
　さんの住所が「香住区下
　浜」とありますが、正し
　くは「香住区駅前」でし
　た。
・19 ページの「まちの出来
　事」の「花と緑の集い」
　の記事中、「村岡区宿」　
　とありますが、正しくは
　「村岡区板仕野」でした。
・20 ページの「キラリ！香
　美町」のコーナーで、木
　の殿堂の説明文中、「村
　岡区宿」とありますが、
　正しくは「村岡区和池」
　でした。

行政トピックス

●病院理念
・住民のニーズに基づく医療・保健・福祉サービ
　スを行います。
・患者様とご家族を医療における主役と位置づけ
　ます。
・外来から入院、入院から在宅まで連続したケア
　を行います。
●施設概要
・敷地　5,380㎡　　
・建物　鉄筋コンクリート造　地上 3階建
　　　　建築面積 1,507㎡　延床面積　2,995㎡
・一般病床 50 床　　・看護配置 13：1
●診療科目
内科（総合診療）、小児科、眼科、放射線科、
リハビリテーション科
●そのほか
訪問看護ステーション、訪問診療
●医療設備
ヘリカル CT、経鼻内視鏡、超音波診断装置、X
線テレビ装置、骨密度測定装置、遠隔画像診断シ
ステム
●職員
医師 3人（総合診療）、医療技術員 8人、看護師
23 人、事務員 3人、そのほか 1人

 町内公的医療機関のご紹介

　公立村岡病院 所在：香美町村岡区村岡 3036 番地 1
TEL0796･94･0111　FAX0796･98･1341

●病院沿革
　昭和 38 年 8月に公立八鹿病院村岡分院（病
床 25 床）として開設し、昭和 49 年には病床数
を 40 床に増床、平成 3年には名称を公立村岡
病院に変更するとともに現在の場所に新築移転
し、病床数を 50 床に増床した。平成 15 年には、
訪問看護ステーションを開所、平成 19 年に遠隔
画像診断システム導入。
●診察担当表

月 火 水 木 金

午
前

石田院長 再診
（予約）

訪問
診療

訪問
診療

訪問
診療

再診
（予約）

水守医師 初診
予約外

再診
（予約）

再診
（予約） 研修 検査

高部医師 検査 研修 初診
予約外

再診
（予約）

初診
予約外

神戸大学
石田医師 ― ― 再診

（予約） ― ―

豊岡病院
応援 ― 初診

予約外 ― 初診
予約外 ―

午
後 他科 小児科

廣本医師
眼科
村田医師

※午後の診察はありません。急病の方のみ午後 3時か
　ら診察します。
※時間外・休日の救急診療
　8:30 ～ 21:00
〈初診〉　　　　　　　　　　〈小児科〉（毎週火曜日）　
午前　受付 7:30 ～ 11:00　　　受付 12:30 ～ 14:30
　　　診察 8:45 ～　　　　　  診察 13:30 頃～
〈再診〉　　　　　　　　　　〈眼　科〉
午前　受付 7:30 ～　　　　　（毎週木曜日、完全予約制）
　　　診察 8:45 ～　　　　　  受付 11:30 ～ 14:00
　　　　　　　　                  診察 13:00 頃～
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◆平成 18 年度 中山間地域等直接支払制度実施状況

区
集　落
協定数

協　定
参加者

協定面積
（㎡）

交付金額
（円）

香住区 4 70 349,378 4,187,939

村岡区 74 780 3,263,775 51,512,628

小代区 28 363 1,175,152 21,638,071

合計 106 1,213 4,788,305 77,338,638
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求人情報 ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 19 年 6 月 20 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

事業所名 職種 年齢 人数 事業所名 職種 年齢 人数

(有)北近畿環境開発 水処理施設管理補助 45 以下 2 カネサ水産㈱ 水産加工員 不問 1

香住食研㈱ 食品製造 不問 2 マルヤ水産㈱ 水産加工員 50 以下 3

㈱伊藤梅商店 スタンドスタッフ 30 以下 2
(有)三七十

接客係 不問 3

(有)はまな水産
販売員 不問 3 フロント事務 不問 1

水産加工 不問 2

㈱ヤマニ水産
民宿業務全般

6:30 ～ 22:00 不問 2

マルヤ水産㈱ 水産加工員 50 以下 2 6:30 ～ 11:30 不問 1

平和焼肉 飲食、サービス係 不問 1
11:30 ～ 15:30 不問 1

16:00 ～ 22:00 不問 1

マルヨ食品㈱ 営業 40 以下 2 ( 有 ) かどや 旅館・食事処の接客係 18～ 55 4

㈱日本海フーズ 調理補助 不問 1
㈱トヨダ

食品製造
（ｲｰﾄﾊﾞﾘｭｰ香住店）

18～ 55 2
(有)三七十 接客係 不問 3

日本調剤㈱大阪支店 薬剤師（香住区）22 ～ 45 1 マルカツ水産㈱ 水産加工 不問 3

㈱ヤマヨシ 水産加工員 不問 1 ㈱コメリ
中国四国地区本部

販売員（ｱﾙﾊﾞｲﾄ）16 ～ 40 4

但馬ディ－ゼル (有) 機械整備工員（見習）30 以下 1 販売員（パート）18～ 45 1

(有)山本モータース 自動車・保険営業 不問 1 日本調剤㈱大阪支店 薬剤師（香住区）22～ 45 1

㈱西山工務店 現場監督 22 ～ 45 1 かずや産業 ( 有 )
（小僧寿し但馬支部）

寿司製造販売
（小僧寿し香住店）

18～ 55 2

㈱香美町観光公社

厨房係 20 ～ 30 1

フロント係 不問 1 ㈱ヤマヨシ 水産加工員 不問 1

接客係 不問 1 社会福祉法人香寿会 介護職員 不問 3

日本交通㈱
タクシー乗務員
（香住営業）

不問 2
㈱カネリョウ商店 一般事務 不問 1

富士産業㈱神戸事業部 栄養士 / 管理栄養士 20～ 50 1

㈱ナカケー 食品販売 20 ～ 35 1
㈱ナカケー

鮮魚・生肉・惣菜各部 不問 3

社会福祉法人
みかたこぶしの里

看護員（看護師） 不問 1 食品部 不問 2

介護員 不問 2 (有)中村建工 一般事務 25～ 50 1

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（6/1 ～ 6/30）の届出分の内、承諾を得た
　方のみ掲載しています。（届出順・敬称略） ※このコーナーは、先月（6/1 ～ 6/30）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

行政区 氏名 性別 死亡日

香住区香住　 小西　ひで子 女 6. 2

香住区森　　 藤尾　菊惠 女 6. 9

香住区守柄　 髙濵　貞子 女 6. 9

村岡区東上　 伊澤　鶴藏 男 6.11

村岡区柤岡　 岸本　宏　 男 6.12

香住区市午　 橋本　保　 男 6.13

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

行政区 氏名 性別 死亡日

香住区西香住 石田　やす江 女 6.16

香住区浜　　 濵田　曻次 男 6.20

香住区下浜　 山根　與
よの す け

之助 男 6.24

小代区佐坊　 上田　さよ子 女 6.24

香住区若松　 西垣　澄雄 男 6.24

香住区矢田　 山田　ちよ 女  6.25

行政区 氏名 性別 保護者 出生日

香住区上計　 小林　奈
な お

央 女 博文・美香  5.30

香住区若松　 福本　和
わかな

奏 女 和司・愛美  5.31

香住区香住　 宇田　楓
ふうか

和 女 誠・ちはる  6. 4

小代区水間　 長岡　璃
り お

旺 男 健太・聖子  6.15

小代区新屋　 田淵　友
ゆうや

也 男 隆弘・さと子  6.21

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　下 水 道 課　39・2053　　水　道　課　36・0420
議会事務局　36・1963　　村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香 住 分 室　36・3764　　小 代 分 室　97・3966
公立香住総合病院　36・1166　　公 立 村 岡 病 院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　　　　（全ての施設の市外局番：0796）

　広報 6 月号でお知らせして
いた参議院議員通常選挙の投
票日が 7 月 29 日（日）に変
わりました。
　当日、仕事やレジャーで投
票に行けない人は、期日前投
票を行いましょう。
　また、今回の選挙から、投
票所入場券は、世帯ごとに郵
送します。
●問い合わせ先
　香美町選挙管理委員会
　( 役場総務部総務課内）

℡0796・36・1111

参議院議員通常選挙
　投票日は 7月29日（日） 
 ★期日前投票は、

7月13日（金）～7月 28日（土） 

◆デジタル放送が始まります (9月上旬試験放送開始 )◆

地上デジタルテレビ放送は、香住局（三川山）か
らの試験放送が 9月上旬ごろに始まり、いよいよ
香美町でも視聴できるようになります。しばらくは
デジタルとアナログ両方の電波による放送が行われ

ますが、4 年後の 2011 年（平成 23 年）7 月 24 日
までには、アナログ放送が終了します。（詳しくは、
来月号でお知らせします）
●問い合わせ先　役場総務部企画課

◆8月は「道路ふれあい月間」◆
　道路は、みんなのものです。ルール
を守って広く正しく使いましょう。ゴ
ミ・空き缶のポイ捨て、無断の張り紙、
はみ出し看板の設置はやめましょう。

◆８月10日は「道の日」◆
　道路は、私たちの毎日の生活を支える欠くことので
きない基本的な社会資本ですが、あまりにも身近な存
在であるため、その重要性が見過ごされがちです。
　道の日を契機にもう一度見直してみませんか。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

　

６
月
10
日
、
快
晴
の
な
か
、

第
15
回
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
第

１
回
か
ら
連
続
出
場
し
て
い
る

39
人
を
含
め
、
全
国
各
地
か
ら

１
千
１
１
４
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

標
高
差
４
０
８
・
７
㍍
の

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
厳
し
い
コ
ー

ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ン

ナ
ー
の
中
に
は
ア
ニ
メ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
扮
し
た
選
手
や
途
中

で
も
の
ま
ね
な
ど
を
す
る
選
手

も
あ
り
、
沿
道
に
立
つ
人

も
楽
し
み
な
が
ら
応
援
し

て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
で
は
小
代
中
学

校
の
生
徒
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
、
冷
や
し

ト
マ
ト
や
そ
う
め
ん
を
振

る
舞
い
、
ラ
ン
ナ
ー
を
も

て
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
お
笑
い
タ
レ

ン
ト
の
太
平
サ
ブ
ロ
ー
さ

ん
も
参
加
さ
れ
、
見
事
完

走
さ
れ
ま
し
た
。

第
15
回
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

小
代
の
う
ね
り
に
、
耐
え
ら
れ
る
か
？

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

サ
ル
ボ
イ
犬
認
定
式

犬
猿
の
仲
に
期
待
。
頑
張
る
ワ
ン
！

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

　

６
月
６
日
、
小
代
地
域
局
前

の
駐
車
場
で
サ
ル
ボ
イ
犬
認
定

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
代
区
で
は
年
間
を
通
し
て

猿
が
出
没
、
農
作
物
被
害
対
策

と
し
て
サ
ル
ボ
イ
犬
育
成
を
目

的
と
し
た
訓
練
を
こ
れ
ま
で
行

い
、
基
礎
訓
練
12
回
と
実
地
訓

練
3
回
の
全
て
の
訓
練
を
や
り

遂
げ
た
６
匹
に
認
定
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
認
定
犬
の
飼
い

主
の
一
人
、
谷
川
光
男
さ

ん
（
忠
宮
地
区
）
は
「
少

し
で
も
地
域
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
第
２
期
生
を

募
集
中
で
す
。
サ
ル
ボ
イ

犬
が
増
え
、
農
作
物
被

害
の
減
少
に
つ
な
が
る

よ
う
、
猿
退
治
の
機
運
が

い
っ
そ
う
盛
り
上
が
っ
て

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

6
月
13
日
、
村
岡
区
川
会

の
矢
田
川
河
川
敷
で
、
同
所

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
の
３
、４
歳

児
21
人
に
よ
る
ウ
ナ
ギ
の
稚

魚
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
自
然
と
の
ふ
れ

合
い
を
目
的
に
矢
田
川
漁
業

協
同
組
合
射
添
支
部
の
活
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
ふ
化
後
2
年
た
っ
た

約
30
㌢
の
ウ
ナ
ギ
５
０
０
匹

が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
ケ
ツ
か
ら
這
い
出
そ
う

と
す
る
ウ
ナ
ギ
に
四
苦
八
苦
す
る
子
や
「
こ
わ
い
」
と

嫌
が
る
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、
勇
気
を
出
し
て
ウ
ナ
ギ

を
つ
か
ん
だ
北
村
海か

い

と人
く
ん
（
村
岡
区
長
瀬
・
写
真
左
下
）

は
「
ニ
ュ
ル
ニ
ュ
ル
し
た
け
ど
、
捕
ま
え
れ
た
」
と
誇

ら
し
げ
に
語
り
ま
し
た
。

　

放
流
後
、
園
児
ら
は
、
石
を
は
ぐ
っ
て
サ
ワ
ガ
ニ
を

見
つ
け
た
り
、
カ
エ
ル
を
追
い
か
け
た
り
し
て
生
き
物

が
豊
富
な
矢
田
川
の
河
川
敷
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
川
の
中
で
は
、
無
事
に
放
さ
れ
た
ウ
ナ
ギ
が
「
や

れ
や
れ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
岩
の
隙
間
か
ら
顔
を

の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。　
　

ど
ん
ぐ
り
保
育
園 

ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
放
流

ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
、
元
気
で
ね
。

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）
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6
月
27
日
、
香
住
区

の
町
立
国
民
宿
舎
フ
ァ

ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦
で

香
美
町
産
但
馬
牛
の
試

食
会
（
会
費
制
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
生
ま
れ
、
町

内
で
肥
育
さ
れ
た
但
馬

牛
の
お
い
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
観
光
客
に

本
場
の
味
を
提
供
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
目
的

で
開
催
し
た
試
食
会
で
、

香
住
区
の
旅
館
や
民
宿
関
係
者
54
人

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
タ
キ
や
ミ
ニ
ス
テ
ー
キ
な
ど
の

肉
料
理
の
試
食
後
、
こ
の
日
提
供
さ
れ

た
但
馬
牛
の
生
産
者
で
あ
る
長
瀬
光

吉
さ
ん
（
村
岡
区
丸
味
・
写
真
中
）
ら

が
、
但
馬
牛
の
肥
育
に
関
す
る
熱
い
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

お
孫
さ
ん
連
れ
で
参
加
し
た
寺
川
美
津
子
さ
ん
（
香
住

区
訓
谷
）
は
「
と
て

も
柔
ら
か
く
て
、
孫

も
喜
ん
で
食
べ
て
い

ま
し
た
。
す
で
に
お

客
さ
ん
に
提
供
し
て

い
ま
す
が
、
と
て
も

評
判
が
い
い
で
す
。

い
つ
で
も
手
に
入
る

よ
う
に
な
れ
ば
い

い
」
と
町
内
産
但
馬

牛
の
肉
の
流
通
に
期

待
し
て
い
ま
し
た
。

山
と
海
の
連
携　

香
美
町
産
但
馬
牛
の
試
食
会

や
っ
ぱ
り
香
美
町
の
但
馬
牛
は
お
い
し
い

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

  

6
月
18
日
、
柤
岡
の

ブ
ナ
林
で
、
射
添
中
学

校
3
年
生
22
人
が
森
づ

く
り
を
通
し
て
森
の
役

割
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
を
利
用

し
、
環
境
教
育
の
一
環

と
し
て
森
の
大
切
さ
を

学
ん
ぶ
も
の
で
、
森
づ

く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
ブ
ナ
を
植

え
る
会
」
と
「
け
び
の

森
く
ら
ぶ
」
の
協
力
を

得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
の
お
も
し
ろ
さ
や
ブ
ナ
林
が

持
つ
す
ば
ら
し
い
役
目
な
ど
の
説

明
を
聞
い
た
生
徒
ら
は
、
ブ
ナ
の

苗
木
3
本
を
植
樹
し
た
後
、
林
の

中
の
木
々
に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を

か
け
た
り
、
倒
れ
た
木
を
間
伐
し

た
り
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
遊
歩
道

を
整
備
し
、
森
づ
く
り
の
実
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

遊
歩
道
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
中
村
栞

し
お
り
　

さ
ん
（
村
岡
区

川
会
）
は
「
こ
れ

ま
で
ブ
ナ
の
こ
と

を
全
く
知
ら
な

か
っ
た
け
ど
、
ブ

ナ
林
の
重
要
さ
を

学
び
、
も
っ
と
増

や
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

 
射
添
中
学
校
3
年
生 

総
合
的
な
学
習        

        

  
森
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
そ
う

森
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
そ
う

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

　

6
月
26
日
、
香

住
区
の
柴
山
港
に

国
内
最
大
級
の
ク

レ
ー
ン
船
（
起
重
機

船
、
船
名
・
海か

い
し
ょ
う翔

）

が
入
港
し
ま
し
た
。

　

昭
和
29
年
に
避

難

港

に

指

定

さ

れ
、
主
に
小
型
船

（
５
０
０
ｔ
以
下
）

の
避
難
港
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た

柴
山
港
。
但
馬
沿
岸
唯
一
の
避
難
港
と
し
て
、
さ
ら
に

中
型
船
（
５
０
０
〜
３
０
０
０
ｔ
）
も
受
け
入
れ
る
た

め
、沖
合
２
㎞
に
円
筒
形
の
ケ
ー
ソ
ン
（
高
さ
26
・
5
ｍ
、

直
径
29
・
4
ｍ
、
重
量
７
１
０
０
ｔ
）
を
15
基
設
置
す

る
計
画
で
、
防
波
堤
が
築
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
２
年
ぶ
り
に
第
６
基
目
を
沈
め
る
た
め
に

入
港
し
た
海
翔
（
高
さ
約
１
３
０
ｍ
、
吊
り
能
力

４
１
０
０
ｔ
）
は
、
能
力
以
上
の
重
さ
の
ケ
ー
ソ
ン
を

ど
う
や
っ
て
運
ぶ
の
で
し
ょ
う
。
実
は
、
完
全
に
海
面

か
ら
持
ち
上
げ
る
の
で
な
く
、
浮
力
を
利
用
し
て
運
ぶ

の
で
す
（
写
真
左
）。
見
学
を
済
ま
せ
た
柴
山
小
学
校

１
、２
年
生
の
児
童
は
「
海
翔
は
、
自
分
で
は
動
け
ん
の

だ
で
、
引
っ
張
っ
て
も
ら
う
ん
だ
で
」
と
も
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、

海
翔
を
目
の
当
た
り

に
し
た
柴
山
保
育
所

の
園
児
ら
は
「
山
よ

り
で
っ
か
い
な
ぁ
」

「
お
っ
き
ぃ
魚
釣
り

の
船
ち
ゃ
う
」
な
ど

と
口
々
に
感
想
を
語

り
ま
し
た
。

日
本
最
大
級
の
ク
レ
ー
ン
船
入
港

「
う
わ
ぁ
、
山
よ
り
で
っ
か
ー
い
」

（
香
住
区
柴
山
港
）

（
香
住
区
柴
山
港
）

▲ 作業は、波のおさまった 7月 4日早朝に始まりました。
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1111　
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メ
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ふ
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と
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第
2
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号
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平
成
1
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7
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発
行

■
発
行
／兵
庫
県
香
美
町
■
企
画
編
集

／総
務
部
企
画
課

まちのうごき
（平成 19年 6月 1日現在）

合　計　22,136 人（－ 12）

　男　　10,551 人（－ 11）

　女　　11,585 人（－  1）

世帯数  6,993 世帯（＋  9）
カッコ内は前月比

この広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙 100％を使用しています。
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★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町町立 香住天文館

　平成 3年 3 月に設置された
香住天文館。ここでは、毎週
土曜日に開催する「星をみる
会」などで、季節ごとに移り
変わる夜空の星を観望してい
ただけます。このほか、予約
観望や出前講座も行います。
　星をみる会では、天体の状
況や星座にまつわる物語など
の説明があり、参加者は〝ロ
マンあふれる星空の世界”を
気軽に楽しむことができます。
　望遠鏡越しに、大宇宙の闇
の中に輝く星々の姿を眺めて
いると、まるで自分が宇宙空
間に漂っているような不思議
な気分になります。
　最近では、天体望遠鏡を通
し、持参したデジタルカメラ
やカメラ機能付き携帯電話で、
月や惑星などを写真に納める
方も。皆さんも撮影にチャレ
ンジしてみては。　
 なお、予約観望や出前講座、
施設のご利用に関することは、
香住区中央公民館までお問い
合わせください。

▲岡見公園の高台にたたずむ香住天文館

▼肉眼では見えない土星の輪も見えます（香住天文館で撮影）

夜空に輝く星たちに会おう夜空に輝く星たちに会おう

四季折々の星空にロマンを！

▲携帯電話のカメラ機能で、
　撮影した月

▲肉眼で見るのとは、異なる表情を
　見せる星にビックリ！

●所　 在　 地　香住区一日市（岡見公園内）

●問い合わせ先 　香住区中央公民館（℡0796・36・3764）

★★★「星をみる会」★★★
・開催期間
　4月から 11 月の毎週土曜日
　19:30 ～ 21:00 頃
　※雨天などで星が見えない場
　　合は、パソコンを利用した
　　天文講座を実施しています。

▲

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
利
用
し 

　

た
天
体
の
説
明
会

★今年の主な天文現象
  7 月 金星・木星が見ごろ
  8/13 ペルセウス座流星群
  8/28 皆既月食（19:30 頃）
  9/25 中秋の名月
11/18 しし座流星群
12/19 火星最接近

●施設概要
・観測棟
　（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造２階建、延面積 44.6㎡）
　天体観測用 5ｍドーム
　15 ｃｍ屈折式望遠鏡
　太陽投影板
・研修棟（木造平屋建、延面積 64.6㎡）
　天文講座用パソコン
　ビデオプロジェクター
　15㎝反射式天体望遠鏡、双眼鏡

　

射
添
中
学
校
3
年
生
の
ブ
ナ
林
の
間
伐
と
植

樹
体
験
活
動
で
、講
師
の
ブ
ナ
を
植
え
る
会
（
神

戸
市
）
の
桑
田

結
　
む
す
ぶ
　

会
長
は
「
木
材
は
輸
入
で

き
て
も
、
森
は
輸
入
で
き
な
い
」
と
生
徒
に
語

り
か
け
ま
し
た
。

　

森
は
輸
入
で
き
な
い
。
自
然
豊
か
な
香
美
町

に
住
む
私
た
ち
は
、
自
然
の
恩
恵
を
受
け
る
と

と
も
に
、
自
然
を
少
な
か
ら
ず
汚
し
て
生
き
て

い
ま
す
。
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
自
然
は
、
昔
か
ら

同
じ
場
所
に
あ
る
け
れ
ど
、
昔
の
様
子
と
ど
こ

か
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
大
切
な
自
然
を
守
る

の
も
、
壊
す
の
も
私
た
ち
次
第
で
す
。

　

中
学
生
に
と
っ
て
、
林
の
中
に
道
を
つ
け
た

こ
と
も
、
間
伐
を
し
た
こ
と
も
、
単
に
学
校
行

事
の
一
つ
で
し
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
帰
宅
し
て
家
族
に
話
す
こ
と
で
、
そ
れ
を

聞
い
た
家
族
も
森
の
こ
と
を
考
え
ま
す
。
中
学

生
の
心
に
植
え
ら
れ
た
〝
森
を
大
切
に
す
る
心

の
苗
木
〞
は
、
そ
う
し
て
ど
ん
ど
ん
根
を
広
げ
、

や
が
て
花
が
咲
き
種
を
飛
ば
し
て
、
さ
ら
に
広

が
っ
て
大
き
く
育
っ
て
い
き
ま
す
。　
　

（
今
西
）


